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データサイエンスを学ぶには、実データを
使って自分で分析することが重要

　野村准教授が本学でデータサイエンスの授業を受け持つよう
になったのは 2021年度からだ。春学期に「データサイエンス
I」、秋学期に「データサイエンスⅡ」という講義科目を担当した。
今回受賞対象となった秋学期の「データサイエンス実務ワーク
ショップ」では、これら講義科目で学ぶディープラーニングなど
の高度な分析手法に加えて、保険数理モデルなどさらに専門的
な分析手法も用い、現実のデータを使ったデータ解析の課題に
取り組む。
　「データ分析は座学だけでは身につくものではありません。講
義で提供されたコードを自分でやってみるだけで終わらせず、実
際のデータを使って分析する経験をして、初めて一人前のデータ
サイエンティストといえると考えています」。
　この授業が設置されている会計研究科は学部を持たない専門
職大学院であり、主に公認会計士を目指す学生が集う。加えて
2019 年度からは「アクチュアリー専門コース」も新設され、確
率や統計などの手法を用いて保険や年金、リスクマネジメントな
ど多彩なフィールドで活躍する数理業務のプロフェッショナルで
ある「アクチュアリー」を目指す学生も入学している。「その点を
意識して、この授業では会計と保険の両分野に対応するような実
データの課題を設けました」。
　課題のテーマは４つほど用意。たとえば「財務データに基づく
不適切会計企業の分類」というテーマでは、上場企業全体の財
務データをウェブから取得し、どういう傾向の企業において不適
切な会計処理が発生しやすい傾向にあるかを分析する。データ
分析の手法は、授業のなかで紹介したいつくかの候補を学生た
ちが実際に試してみた上で、どれががよいかを各自が検討して分
析を行う。
　課題は、個人で取り組んでもよいし、複数の学生でチームを組
んでもよい。「４つのテーマからの選択、および複数でやるか個
人でやるかも、すべて学生たちに任せています」。
　授業は毎回 ZOOMを利用してリアルタイムに行った。チーム
ごとにブレークアウトルームに分かれて課題に取り組み、教員は

各ルームを巡回して進捗状況を確認しつつ、質問を受けたりアド
バイスをしたりした。

ブラウザ上で動作するから
個人のPC環境に依存しない

　オンライン授業で講義科目を教えるなかで課題と感じていた
のは、学生たちのPC環境の違いによって生じるトラブルだった。
「講義科目のなかでも、ときには私の提供したコードを実際に動
かしてもらうことがありました。授業ではRというプログラム言
語を使用しており、通常はこれに対応したソフトウェアをインス
トールして使います。しかし、OSその他学生のPC環境はさま
ざまであり、その違いが原因で一部の学生ではソースコードが想
定通りに動作しないという事態が頻発していました」。
　そこで今回取り入れたのが、Google が無料で提供している
クラウドサービスGoogle Colaboratory（以後 Colab）だ。
Googleアカウントにログインした状態でブラウザからアクセス
すると、その画面上でコードを入力でき、かつ実行結果も表示
される。説明文など補足のテキスト情報も合わせて入力が可能で、
これらを「ノートブック」として１つのファイルにまとめて保存し
ておける。
　「ColabではGoogle のサーバー上で動作するため、個々の
PC環境にかかわらず誰もが同じ環境を構築できる点が画期的で
す。おかげで、想定通りにソースコードが動作しないという問題
は一切なくなりました」。それに関する質問も出ないため、トラブ
ル対応に割いていた時間や手間もなくなった。「横道にそれずに
授業がスムーズに進められるので、学生も本来の作業に集中す
ることが可能になりました」。
　さらに、チームごとにGoogle Driveの共有フォルダを用意し、
必要な資料やデータ、および作成したノートブックはすべてここ
に保存するようにした。これにより、データやコードを簡単にチー
ム内でリアルタイム共有できるだけでなく、Colabでのデータ
読み込みから分析までをすべてGoogle Drive 上で完結できる。
「Moodleではアップロード不可能な1GB 以上あるような巨大
データも簡単に共有できます。従来は、ソフトを実行するフォル

ダに自分のデータをダウンロードしておき、プログラムを立ち上
げてそれを読み込んで……といういくつもの手間があったことを
考えると、Google Drive 上で完結できるのは非常にスピーディ
で効率的です」。
　Google Drive によるデータや成果物の共有でグループワー
クがやりやすくなったおかげで、チームとしての課題への取り組
みも質が向上したという。前述のようにこの授業ではアクチュア
リー専門コースと会計専門コースの学生が混在しているが、双方
の学生がそれぞれの専門性を生かして、データの取得や前処理
の担当とデータ解析の担当など、チーム内での役割分担が自然
に生まれた。「各学生の異なる強みを発揮して、より高度な分業・
連携ができていました」。

講義科目のレポート提出や、
共同研究にもColabを活用

　学生のPC環境の違いが元で生じる問題については、2021
年度の春頃から検討を重ねていたと振り返る。「会計研究科には
同じようにRを使って授業をされている先生が何名かいらっしゃ
るんですが、この点についてはみなさん問題意識をお持ちでし
た。いろいろ相談するなかで、このColabが使えるのではない
かという話が出たんです。Colab については、Pythonという
別の言語で使えることは数年前から耳にしていましたが、それが
Rでも使えるらしいと知り、この授業に取り入れてみることにし
ました」。
　野村准教授自身もColabの利用はこの授業が初めてだったが、
とても使い勝手が良いため途中から講義の授業でも取り入れた。
すると、やはり環境の違いが原因で生じる質問がゼロになるなど
大きな効果があった。自身の共同研究でも使用し、パートナーと
分析コードやデータを共有するのに非常に役立っているという。
　「使い始めは戸惑う点もありましたが、Colab は世界中で使わ
れているので、使い方で分からない点などはウェブからさまざま
な情報を参照できます。一度慣れてしまえばとても使いやすい
です」。使い方について学生から質問を受けることもあったが、
逆に学生が工夫して見つけた使い方を参考にしたこともあったと

いう。
　講義科目の方では、Colab のノートブックごと課題として提出
させるという使い方も可能となった。「私が提供したノートブック
を編集し考察文も加えれば、レポートの形になりそのまま提出
できます。私の方でも、学生の書いたコードが本当に正しいかど
うかそのまま実行して検証できるので、レポートの採点がとても
楽になりました」。

有料プランも利用すれば、
さらなる活用も期待できる

　現状は無料プランで利用しているが、Colab には有料プラン
もある。「有料プランでは、ディープランニングで画像データを
たくさん扱うなど非常に時間のかかる分析も迅速にできるようで
す。今後予算に余裕ができて、みんなに使ってもらえそうであれ
ば取り入れてみたいですね」。
　今回の試みについては、環境の問題で動作しないという、本
来の課題に取り組む以前の問題に悩む時間がなくなったことで、
学生が本質的な学習に集中できた点が一番の収穫だったと捉え
ている。学生アンケートでも「有意義な授業であった」の項目で
平均値 5.83となるなど、各項目で高い評価を獲得した。「デー
タ分析に限らず、プログラミングを扱う上で非常に有用なツール
を紹介できて満足しています。本学でも最近はデータサイエンス
のプログラムがいくつか始まってきていますが、より高度なデー
タサイエンスの学習になればなるほど、動作環境などの問題が出
てくると思うので、いろいろな授業でこうしたツールをぜひ使っ
てみていただけるといいですね」。

Google Colabで共通環境を
構築し、ソースコードが動作
しない問題を解消
プログラミングを扱う授業では、学生一人ひとりのPC環境の違いが原
因で問題が生じ、意図通りに進まないことがある。その課題解決のため
に野村准教授が導入したのが、Google Colaboratoryだった。ブラ
ウザから利用できるこのサービスを使うことで、受講生全員が同じ環境
でソースコードを動作させることが可能になり、有意義な授業の実現に
つながった。
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